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大安
吉日

　

５
月
か
ら

国
民
平
和
大

行
進
が
全
国

各
地
で
始
ま

る
。
▼
昨
年

10
月
、
日
本
被
団
協
が
２
０

２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
す
る
嬉
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
被

爆
の
実
相
を
粘
り
強
く
伝
え

続
け
、
核
兵
器
の
使
用
と
人

類
は
共
存
出
来
な
い
こ
と
を

世
界
に
示
し
た
功
績
が
評
価

さ
れ
た
。
▼
平
和
行
進
は
核

兵
器
の
全
面
禁
止
を
求
め

て
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
休

む
こ
と
な
く
、
み
ん
な
の
思

い
を
繋
ぎ
な
が
ら
８
月
４
日

の
原
水
禁
大
会
（
広
島
）
に

向
け
て
歩
い
て
い
る
。
高
齢

化
が
進
む
被
爆
者
の
方
々
も

「
短
距
離
で
も
歩
い
て
訴
え

た
い
」
と
各
地
域
の
行
進
に

参
加
し
て
私
た
ち
を
励
ま
し

て
く
れ
る
。
▼
日
本
は
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
だ
。
被
団
協

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が

核
兵
器
禁
止
条
約
を
締
結
す

べ
き
と
声
を
上
げ
て
い
る
。

せ
め
て
条
約
締
結
国
会
議
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
べ
き

だ
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は

「
核
の
傘
」
に
し
が
み
つ
い

て
、
頑
な
な
姿
勢
を
崩
さ
な

い
。
▼
神
奈
川
県
内
の
行
進

は
、
５
月
７
日
の
川
崎
か
ら

19
日
の
湯
河
原
ま
で
13
日

間
。
私
も
以
前
、
県
内
通
し

行
進
を
体
験
し
た
。
多
く
の

人
に
平
和
行
進
に
参
加
し
て

欲
し
い
。
▼
日
本
国
憲
法
に

も
あ
る
よ
う
に
、
核
廃
絶
に

向
け
て
「
不
断
の
努
力
」
が

大
切
だ
と
思
う
。
今
年
も
元

気
に
歩
く
ぞ
！

川
崎
支
部
・
塩
山
東

建設アスベスト
神奈川３陣訴訟建材メーカー８社を断罪

上
告
断
念
し
完
全
解
決
を

　

横
浜
地
方
裁
判
所
第
５
民
事
部
は
４
月
16
日
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
神
奈
川
３
陣
訴
訟
で
建
材
メ
ー
カ
ー

８
社
の
賠
償
責
任
を
認
め
、
原
告
29
人
（
被
災
者
単

位
）
中
、
22
人
が
救
済
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
屋
外

作
業
者
、
解
体
工
に
対
す
る
責
任
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
国
と
の
関
係
で
は
、
屋
外
作
業
者
１
人

の
請
求
も
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

建
材
メ
ー
カ
ー
の

責
任
は
絶
対
に
否

定
さ
れ
な
い

　

東
京
１
陣
訴
訟
と
大
阪

２
・
３
陣
訴
訟
の
３
つ
の
事

件
で
和
解
案
が
提
示
さ
れ
る

中
、
横
浜
地
裁
の
判
決
に
お

い
て
も
建
材
メ
ー
カ
ー
の
責

任
が
断
罪
さ
れ
ま
し
た
。
い

く
ら
言
い
訳
を
重
ね
た
と
こ

ろ
で
、
司
法
判
断
が
加
害
責

任
を
否
定
し
な
い
こ
と
を
改

め
て
明
ら
か
に
す
る
判
決
と

な
り
ま
し
た
。
敗
訴
企
業
と

の
間
で
和
解
が
成
立
す
れ

ば
、
全
体
解
決
に
大
き
な
弾

み
が
つ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
屋
外
作
業
者
、

解
体
工
の
請
求
を
棄
却
し
た

点
は
、
最
高
裁
判
決
に
従
う

不
当
な
判
断
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
上
級
審
や
全

国
各
地
の
闘
い
を
つ
う
じ

て
、
不
当
な
判
決
を
乗
越
え

る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

原
告
の
命
あ
る
う

ち
に
完
全
解
決
を

決
意
せ
よ

　
「
仲
間
が
次
か
ら
次
と
発

症
し
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
増
え

る
。
生
き
て
い
る
う
ち
に
建

材
メ
ー
カ
ー
は
謝
罪
を
し
て

ほ
し
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
３
陣

原
告
団
長
の
二
宮
さ
ん
（
配

管
工
・
横
須
賀
三
浦
）
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
呼
吸
困

難
を
お
し
て
訴
え
ま
し
た
。

同
じ
く
３
陣
原
告
の
後
藤
さ

ん
（
電
工
・
横
須
賀
三
浦
）

は
「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ら
れ

た
。
勝
利
判
決
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
判
決
で
敗
訴
し
た

建
材
メ
ー
カ
ー
は
、
無
用
な

控
訴
を
行
う
こ
と
な
く
、
判

決
を
直
ち
に
受
け
入
れ
る
と

と
も
に
、
訴
訟
に
よ
ら
な
い

被
害
者
救
済
の
制
度
へ
の
参

加
を
強
く
求
め
ま
す
。

勝
訴
判
決
を
告
げ
る
旗
出
し

入
廷
す
る
原
告
団

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

最
高
裁
判
決
で
国
の
責
任
が

確
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

２
０
２
１
年
に
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
給
付
金
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
被
害
者
へ
の
迅
速

な
賠
償
を
図
る
旨
が
法
律
に

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
国
が
給

付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同

様
に
最
高
裁
判
決
で
断
罪
さ

れ
た
建
材
メ
ー
カ
ー
各
社

は
、
給
付
金
制
度
に
資
金
を

拠
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ば
か
り
で
な
く
、
時
間
稼
ぎ

の
裁
判
に
よ
る
徹
底
抗
戦
で

被
害
者
に
二
重
の
苦
し
み
を

強
い
て
い
ま
す
。
屋
外
作
業

者
や
解
体
工
を
含
む
全
被
害

者
を
救
済
す
る
賠
償
枠
組
み

を
構
築
す
る
た
め
、
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
給
付
金
法
の
改
正

が
必
要
で
す
。
同
法
付
則
第

２
条
に
は
「
国
は
、
国
以
外

の
者
に
よ
る
損
害
賠
償
に
対

す
る
補
償
の
在
り
方
に
つ
い

て
、（
中
略
）
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
材
メ
ー
カ
ー
の
加
害
責

任
が
一
つ
に
集
約
さ
れ
る

中
、法
改
正
に
必
要
な
の
は
、

立
法
に
お
け
る
政
治
の
力
で

す
。
こ
の
間
、
全
国
の
仲
間

が
地
元
国
会
議
員
に
要
請
を

行
い
、
４
月
に
は
首
都
圏
の

組
合
を
中
心
に
衆
参
全
議
員

に
陳
情
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
夏
に
参
議
院
議
員
選

挙
を
控
え
る
今
こ
そ
、
私
た

ち
の
声
を
政
治
に
届
け
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

小森労対部長

給
付
金
法
改
正
へ
最
終
局
面

労
働
対
策
部
長　

小
森　

邦
男

　

２
０
２
５
年
春
の
組
織

強
化
拡
大
月
間
は
１
２
１

２
人
の
新
た
な
仲
間
を
迎

え
入
れ
て
打
ち
上
げ
ま
し

た
。困
難
な
情
勢
を
乗
越
え
、

川
崎
西
・
川
崎
・
大
和
・
横

浜
鶴
見
の
４
支
部
が
見
事
に

拡
大
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。
全
県
の
到
達
は
拡
大

率
４
・
５
％
、
目
標
達
成

率
は
66
・
７
％
と
な
り
ま

し
た
。

新
た
に
迎
え
た
１
２
１
８
人
の
仲
間

2025春の組織拡大月間・最終到達一覧
支部名 12月人員 目標 到達 達成率 拡大率

横 浜 1,234 85 35 41.18% 2.84%
横 浜 緑 1,536 100 76 76.00% 4.95%
南 横 浜 939 65 33 50.77% 3.51%
横 浜 西 1,436 100 56 56.00% 3.90%
横 浜 中 央 1,314 92 55 59.78% 4.19%
横 浜 戸 塚 1,256 100 52 52.00% 4.14%
横 浜 鶴 見 1,134 74 74 100.00% 6.53%
川 崎 1,650 108 130 120.37% 7.88%
川 崎 中 央 1,609 128 65 50.78% 4.04%
川 崎 西 948 62 81 130.65% 8.54%
横 須賀三浦 3,033 175 125 71.43% 4.12%
湘 南 1,113 65 51 78.46% 4.58%
大 和 1,441 87 98 112.64% 6.80%
厚 木 1,012 66 40 60.61% 3.95%
相 模 原 2,336 152 93 61.18% 3.98%
西 相 1,472 99 61 61.62% 4.14%
平 塚 1,084 87 32 36.78% 2.95%
座 間海老名 891 77 25 32.47% 2.81%
茅 ヶ崎寒川 934 61 26 42.62% 2.78%
鎌倉逗子葉山 502 35 10 28.57% 1.99%
合 計 26,874 1,818 1,218 67.00% 4.53%

春
の
拡
大
月
間
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拡
大
率
・
達
成
率
と
も
に

全
県
１
位
の
川
崎
西
支
部

　

組
織
人
員
１
０
０
０
人
の

支
部
建
設
を
目
指
し
、
年
間

２
％
の
実
増
目
標
を
掲
げ
て

組
織
拡
大
運
動
に
取
り
組
ん

だ
川
崎
西
支
部
。
大
奮
闘
の

結
果
、
目
標
を
大
き
く
上
回

る
年
間
３
・
35
％
の
実
増
を

達
成
し
、
実
増
率
で
全
県
１

位
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
組

織
拡
大
月
間
で
も
、
目
標
62

人
に
対
し
、81
人
を
拡
大（
拡

大
率
８
・
54
％
、
達
成
率
１

３
０
％
）。
拡
大
率
、
達
成

率
と
も
に
全
県
１
位
を
獲
得

し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部

２
３
０
％
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

会
３
０
０
％
の
他
、
シ
ニ
ア

の
会
、
資
本
従
事
者
の
会
も

拡
大
目
標
を
突
破
す
る
オ
ー

ル
達
成
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
１
０
０
０
人
支

部
の
実
現
を
目
指
し
て
、
一

致
団
結
し
て
奮
闘
し
ま
す
。

年
度
末
人
員
で
最
高
の
峰

１
７
０
０
人
支
部
に
王
手

破
竹
の
勢
い
川
崎
支
部

　

春
の
組
織
拡
大
月
間
の
奮

闘
で
、
３
月
末
人
員
が
前
年

度
比
48
人
増
の
１
６
７
３
人

と
な
り
、
最
高
人
員
を
記
録

し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
８

月
に
１
６
０
０
人
の
大
台
に

乗
せ
て
以
来
、
約
20
カ
月
で

１
７
０
０
人
支
部
に
王
手
を

か
け
る
快
進
撃
で
全
県
の
仲

間
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

　

破
竹
の
勢
い
の
陰
に
は
、

綿
密
な
行
動
計
画
と
実
践
が

あ
り
ま
し
た
。
宣
伝
カ
ー
運

行
や
コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
宣
伝
、

３
万
枚
チ
ラ
シ
配
布
、
労
基

法
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、

方
針
に
団
結
し
て
前
進
す
る

粘
り
強
さ
が
、
川
崎
支
部
の

常
勝
の
横
浜
鶴
見
支
部
が

32
期
連
続
で
目
標
達
成

　

最
終
日
ま
で
奮
闘
し
、
32

期
連
続
で
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
今
月
間
は
、
２
期
連

続
で
年
度
末
人
員
が
前
年
度

を
割
り
込
ん
で
お
り
、
何
と

し
て
も
年
間
１
％
実
増
と
過

去
最
高
人
員
１
，
１
８
３
人

の
回
復
、
一
緒
に
行
動
す
る

役
員
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し

た
。
月
間
中
に
取
り
組
ま
れ

た
拡
大
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
チ

ラ
シ
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示

な
ど
、
20
人
ほ
ど
が
協
力
に

名
乗
り
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
事
業
所
対
策
で
は
、
３

６
協
定
ア
ン
ケ
ー
ト
の
１
０

０
％
回
収
と
共
に
、
働
き
方

改
革
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
学
習
会
の

Ｄ
Ｍ
を
未
加
入
事
業
者
に
発

送
し
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
新
年
度
は
、
通
年
で
の

加
入
促
進
と
脱
退
防
止
を
強

め
ま
す
。

原
動
力
で
す
。

前
年
度
の
雪
辱
を
晴
ら
す

実
増
勝
ち
取
る
大
和
支
部

　

今
春
の
月
間
は
、「
12
月

人
員
比
で
拡
大
率
６
・
５
％

以
上
の
必
達
」
を
目
標
に
掲

げ
、
昨
年
秋
の
月
間
で
の
達

成
の
勢
い
を
保
ち
な
が
ら
、

昨
年
度
果
た
せ
な
か
っ
た

「
年
間
組
織
実
増
１
％
以
上
」

を
合
言
葉
に
、
新
た
な
取
り

組
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
覚
悟

で
臨
み
ま
し
た
。
と
に
か
く

早
い
拡
大
運
動
の
ス
タ
ー
ト

を
心
が
け
、
拡
大
月
間
の
端

境
期
で
あ
る
12
月
か
ら
１
月

に
対
象
者
を
掘
り
起
こ
し
、

２
月
か
ら
４
月
に
訪
問
す
る

拡
大
行
動
を
実
践
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
分
会
で
青
年

部
デ
ー
を
実
施
。
３
月
上
旬

に
青
年
部
の
目
標
を
達
成

し
、
組
合
員
拡
大
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
節
目
標
を

着
実
に
前
倒
し
で
ク
リ
ア

し
、
過
去
最
大
数
と
な
る
98

人
を
迎
え
入
れ
、
組
織
人
員

も
年
間
１
・
６
％
の
実
増
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

青
年
部
は
目
標
と
し
て
い

た
年
度
末
２
０
０
０
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間

で
１
３
４
人
実
増
、
実
増
率

１
０
７
・
１
％
の
大
き
な
成

果
で
す
。
年
度
末
人
員
確
定

日
１
週
間
前
の
段
階
で
１
９

６
９
人
と
達
成
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

安
川
部
長
を
先
頭
に
本
部
青

年
部
四
役
に
よ
る
全
支
部
へ

の
声
掛
け
と
、
そ
れ
に
応
え

た
各
支
部
の
大
奮
闘
に
よ

り
、
１
週
間
で
59
人
の
組
織

増
を
掴
み
取
り
ま
し
た
。
最

後
の
最
後
ま
で
２
０
０
０
人

組
織
に
こ
だ
わ
り
目
標
を
達

成
す
る
貴
重
な
経
験
を
全
支

部
で
共
有
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
春
の
組
織
強
化

拡
大
月
間
で
の
奮
闘
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。
年
間
１
％

実
増
を
担
保
す
る
必
達
目
標

を
各
支
部
で
決
定
し
、
全
県

で
１
８
１
８
人
の
拡
大
目
標

を
掲
げ
て
奮
闘
し
、
４
支
部

が
拡
大
目
標
を
達
成
。
２
２

１
分
会
中
64
分
会
が
目
標
を

達
成
し
、
１
２
１
２
人
の
仲

間
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
青

年
部
は
部
員
拡
大
目
標
２
３

５
人
に
対
し
て
２
３
７
人
の

新
入
部
員
を
迎
え
入
れ
て
目

標
を
超
過
達
成
。
50
周
年
を

迎
え
る
年
度
末
を
部
員
数
２

千
人
の
大
台
に
乗
せ
て
迎
え

ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会

は
、
会
員
目
標
２
７
５
人
に

対
し
て
２
２
１
人
を
迎
え
入

れ
奮
闘
し
ま
し
た
。
シ
ニ
ア

の
会
は
拡
大
行
動
に
１
１
２

３
人
が
参
加
し
、
会
員
拡
大

目
標
96
人
に
対
し
て
91
人
を

迎
え
入
れ
、
16
支
部
が
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。
建
設
現

場
に
労
働
組
合
機
能
を
確
立

す
る
運
動
の
柱
と
な
る
資
本

従
事
者
の
会
は
、
２
３
０
人

の
目
標
を
掲
げ
、
92
人
の
会

員
を
増
や
し
、
会
員
数
は
１

３
６
４
人
、
組
織
率
４
・
７

％
と
続
伸
し
ま
し
た
。

　

今
月
間
は
、
多
く
の
自
治

体
の
健
康
保
険
料
と
比
較
し

て
、
建
設
国
保
が
制
度
内
容

で
も
保
険
料
で
も
有
利
な
条

件
と
な
る
中
で
「
建
設
国
保

で
勝
負
し
よ
う
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
継
続
し
て
奮
闘
し
、

建
設
国
保
の
加
入
者
本
人
は

年
度
を
通
し
て
１
６
１
人
の

増
勢
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

分
会
役
員
と
青
年
部
が
一

緒
に
行
動
す
る
青
年
部
デ
ー

は
、
17
支
部
・
１
０
８
分
会

で
１
４
０
回
の
行
動
が
取
り

組
ま
れ
、
分
会
役
員
は
青
年

部
と
並
走
し
て
活
動
の
世
代

的
継
承
を
す
る
喜
び
と
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

組
織
の
10
％
の
活
動
参
加

者
を
組
織
す
る
運
動
方
針
の

実
践
で
は
、
毎
週
水
・
木
の

統
一
行
動
日
な
ど
に
、
支
部

執
行
委
員
を
先
頭
に
延
べ
５

９
７
３
人
が
行
動
に
参
加

し
、前
回
を
上
回
り
ま
し
た
。

月
間
序
盤
に
50
万
枚
チ
ラ
シ

行
動
や
店
舗
前
宣
伝
な
ど
の

参
加
し
や
す
い
活
動
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
群
役
員

の
行
動
参
加
者
は
４
１
４
人

（
前
回
３
９
３
人
）、
初
行
動

参
加
者
は
１
４
３
人
（
同
89

人
）
と
神
奈
川
土
建
の
活
動

に
参
加
す
る
仲
間
の
裾
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
間
１
％
実
増
の
目
標
に
団

結
し
、
横
浜
・
横
浜
西
・
横

浜
戸
塚
・
川
崎
・
川
崎
西
・

大
和
・
厚
木
の
７
支
部
が
前

年
度
末
比
で
実
増
し
ま
し
た
。

　

執
行
委
員
長　

益
田
修
次

　

組
織
部
長　
　

赤
岩
健
也

　

書
記
長　
　
　

今
井
賢
治

４
支
部
が
目
標
達
成

青
年
部
２
千
人
を
突
破

春
の
仲
間
増
や
し
月
間

さ
れ
た
期
間
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、

各
分
会
か
ら
多
数

の
加
入
書
を
持
ち

寄
ろ
う
と
意
思
統

一
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
何
と

11
枚
の
加
入
書
が

当
日
に
集
ま
り
、

盛
大
な
決
起
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

バスの中も和気あいあい

バ
ス
旅
行
に
加
入
書
11
枚【
横
浜
緑
】

夏
日
に
恵
ま
れ
決
起
集
会
【
南
横
浜
】

　

３
月
30
日
、
拡
大
月
間
終
盤
決
起
集
会
と
し
て
、

富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
へ
バ
ス
旅
行
に
出
か
け
ま
し

た
。
組
合
員
と
家
族
合
わ
せ
て
１
１
９
人
が
参
加
し

て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
や
ゾ

ウ
、
キ
リ
ン
な
ど
、
の
び
の
び
と
暮
ら
す
動
物
た
ち

を
観
察
し
た
後
、
富
士
山
の
湧
水
と
ド
イ
ツ
の
技
術

が
生
ん
だ
御
殿
場
高
原
ビ
ー
ル
と
大
満
足
の
バ
イ
キ

ン
グ
料
理
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

拡
大
月
間
も
い
よ
い
よ
終
盤
に
差
し
掛
か
り
、
残

　

３
月
26
日
、
春
の
月
間
の
中
盤
決
起
「
い
ち
ご
狩

り
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」
を
嘉
山
農
園
、
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
で
１
２

８
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
季
節
外
れ
の
陽
気

に
恵
ま
れ
、
嘉
山
農
園
で
は
赤
く
色
づ
い
た
苺
を
楽

し
み
、
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
で
は
開
放
感
あ
ふ
れ
る
Ｂ
Ｂ

Ｑ
会
場
で
舌
つ
づ
み
。
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
青
年
部
が
役
員
の
皆
に
支
え
ら
れ
て
行
っ
た
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
食
品
Ｇ
Ｅ
Ｔ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
と
抽

選
会
で
、
豪
華
な
賞
品
の
当
選
結
果
を
ド
キ
ド
キ
し

て
見
守
り
ま
し
た
。
月
間
最
終
盤
に
向
け
た
決
意
表

明
で
は
、
今

月
間
は
全
て

の
分
会
に
成

果
が
あ
が
っ

て
い
る
状
況

に
、
各
分
会

の
代
表
は
決

意
表
明
に
熱

が
入
り
ま
し

た
。

子ども達も大満足

（上）全県一位の獲得に沸き立つ［川崎西］
（下）1700人の大台を射程にとらえる［川崎］

（上）実増に喜びもひとしお［大和］
（下）32期連続達成に沸く［横浜鶴見］

昼
夜
を
分
か
た
ぬ
奮
闘
に
謝
意

サ
ン
デ
ー
行
動
で
誕
生
会（
横
三
）
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消
費
税
減
税
で
物
価
対
策

紙
の
保
険
証
存
続
な
ど
を
求
め
て
院
内
集
会

抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
佐
藤
璃
空
く
ん

（
４
歳
）
が
見
事

に
当
選
し
大
喜

び
。
父
親
の
真
一

さ
ん
は
「
こ
れ
で

プ
ラ
レ
ー
ル
に
ハ

マ
っ
た
ら
お
金
が

か
か
る
な
ぁ
」
と

苦
笑
い
で
し
た
。

記
・
加
藤
尚

床いっぱいのプラレール

請願書名を受け取る志位議員（中央）

プ
ラ
レ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
【
西
相
】

家
族
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会【
茅
ヶ
崎
寒
川
】

　

鉄
道
が
大
好
き
な
有
志
が
集
ま
り
、
Ｎ
ゲ
ー
ジ
や

プ
ラ
レ
ー
ル
の
鉄
道
模
型
を
持
っ
て
き
て
楽
し
む

「
プ
ラ
レ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
子

ど
も
と
大
人
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、
壮

年
部
も
開
催
運
営
に
一
肌
脱
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
役
員
さ
ん
の
中
に
も
い
わ
ゆ
る
鉄
道
マ
ニ
ア
こ

と「
鉄
っ
ち
ゃ
ん
」が
何
人
か
い
た
の
で
、「
や
ろ
う
！

や
ろ
う
！
」
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
青
木
委
員
長

が
企
画
し
た
鉄
道
模
型
「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
」
の

　

３
月
30
日
、
寒
川
セ
ン
ト
ラ
ル
ボ
ウ
ル
に
て
「
春

休
み
！
家
族
み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催

し
、
組
合
員
と
家
族
98
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
春
休

み
中
の
開
催
と
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
仲
間
が
多
数

参
加
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
レ
ー
ン
を
す
べ
て
貸
し

切
る
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
表
彰
式
は
会
場
の
一
角
を
借
り
て
開

催
。
お
楽
し
み
の
抽
選
会
で
は
、
１
等
賞
の
「
任
天

堂
ス
イ
ッ
チ
」の
ゆ
く
え
に
子
ど
も
達
は
一
喜
一
憂
。

参
加
者
一
同

で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。ま
た
、

止
ま
ら
な
い

コ
メ
の
価
格

高
騰
を
反
映

し
て
、
お
米

30
キ
ロ
と
５

キ
ロ
の
賞
品

は
特
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。

子ども達も大喜び

よこちゃん・むっくん&ガッチが行く

山北町・北部分会

人
々
の
つ
ど
い
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
正
に
群
会
議
を
行

う
に
は
最
適
の
施
設
で
す
。

　

今
回
の
議
題
の
中
心
は
、

次
年
度
の
役
員
選
出
に
つ
い

て
で
す
。

　

み
ん
な
初
め
て
役
員
を
担

う
の
で
、
様
々
な
疑
問
や
不

安
の
声
が
率
直
に
出
さ
れ
ま

し
た
。「
自
分
が
ど
う
し
て

も
（
仕
事
か
ら
）
戻
っ
て
来

ら
れ
な
い
時
に
は
、
だ
れ
が

代
わ
り
に
対
応
し
て
く
れ
る

の
か
？
」「
一
人
で
役
員
を

や
る
の
は
、難
し
い
と
思
う
。

　

今
月
、
参
加
し
た
群
会
議

は
、
足
柄
上
郡
の
山
北
町
・

北
部
分
会
の
７
群
・
８
群
合

同
群
会
議
で
す
。

　

北
部
分
会
の
群
会
議
は
毎

月
定
例
、
17
日
の
19
時
か
ら

二
人
で
や
っ
た
方
が
い
い
の

で
は
？
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
疑
問
や
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
み
ん
な
が
真
剣
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
決
定
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
新
年
度
は
組
合
歴
５

年
の
若
手
が
就
任
予
定
と
の

こ
と
。
み
ん
な
で
話
し
合
い

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
世
代

継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
若

手
役
員
さ
ん
の
奮
闘
に
期
待

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

の
開
催
で
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
し
て
い
ま

す
。生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

図
書
館
を
併
設
す
る
立
派
な

施
設
で
使
い
勝
手
も
よ
く
、

駐
車
場
も
広
く
て
、
町
の

横
浜
西
支
部

藤ふ
じ

田た

健け
ん

嗣じ

さ
ん

　
　

39
歳
（
鳶
）

74

　

鹿
児
島
県
の
出
身
で
、
も

と
も
と
建
設
業
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
か
ら
17
年

前
に
横
浜
市
で
足
場
工
事
を

す
る
友
人
に
「
一
緒
に
働
か

な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
鳶
の
仕
事

に
就
き
ま
し
た
。
建
築
や
塗

装
工
事
な
ど
、
足
場
を
必
要

と
し
て
く
れ
る
職
人
さ
ん
た

ち
か
ら
、
完
成
し
た
足
場
の

出
来
栄
え
を
ほ
め
ら
れ
た
時

に
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。
一
方
で
苦
労

し
て
い
る
の
は
、
人
を
ま
と

め
る
立
場
に
な
り
、
板
挟
み

に
な
っ
て
調
整
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
た
こ

と
で
す
。

　

神
奈
川
土
建
に
は
８
年
前

に
独
立
す
る
際
に
、
す
で
に

組
合
に
加
入
し
て
い
た
仲
間

か
ら
建
設
国
保
や
労
働
保
険

等
の
魅
力
を
紹
介
さ
れ
て
加

入
し
ま
し
た
。
青
年
部
に
も

同
時
に
加
入
し
、
飲
み
会
や

Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
に
も
参
加
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
体
が

資
本
の
仕
事
な
の
で
、
労
災

事
故
で
大
き
な
ケ
ガ
を
し
て

し
ま
っ
た
り
、
通
勤
災
害
に

あ
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
時

に
、
組
合
に
加
入
し
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

妻
と
子
３
人
の
５
人
家
族

で
す
。
妻
は
２
年
前
か
ら
横

浜
西
支
部
で
パ
ー
ト
ナ
ー
の

会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
組
合

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
春
か
ら
16
歳
の
長
男
が

一
緒
に
仕
事
を
手
伝
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
親

子
で
一
緒
に
働
く
こ
と
に
少

し
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
近
く
で
子
ど
も

の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。ま
だ
ま
だ
見
習
い
で
、

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
手
に
職

が
つ
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ

　

神
奈
川
県
内
の
労
働
組
合
や
民
主
団
体
で
つ
く
る
神
奈

川
県
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
は
４
月
９
日
、
軍
事
費
を

削
っ
て
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
を
求
め
る
集
会
を

国
会
内
で
開
催
。
集
会
後
に
手
分
け
し
て
議
員
を
訪
問
し

ま
し
た
。
神
奈
川
土
建
か
ら
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り 

親
子
二
代
で
鳶
職

親
子
二
代
で
鳶
職

（上）机を囲んで役員選考
（下）立派な施設で群会議

　

医
療
分
野
か
ら
発
言
し
た

神
奈
川
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
の
相
楽
さ
ん
は
、
低
す

ぎ
る
診
療
報
酬
に
よ
る
医
療

機
関
の
経
営
危
機
を
告
発

「
神
奈
川
県
立
の
５
病
院
、

横
浜
市
民
病
院
も
赤
字
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
ま

た
、
25
年
度
予
算
で
社
会
保

障
を
切
り
捨
て
、
防
衛
費
倍

増
を
強
行
し
た
自
公
与
党
と

日
本
維
新
の
会
な
ど
を
批
判

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
国
会
情
勢
の

報
告
に
立
っ
た
日
本
共
産
党

の
志
位
和
夫
衆
議
院
議
員

は
、
出
口
の
見
え
な
い
物
価

高
騰
に
政
府
が
ま
と
も
な
対

策
を
打
ち
出
さ
な
い
現
状
を

非
難
。
消
費
税
を
５
％
に
引

き
下
げ
た
際
の
減
税
効
果
に

つ
い
て
、
政
府
に
質
問
し
た

と
こ
ろ
「
一
人
当
た
り
年
約

12
万
円
の
減
税
」
と
答
弁
し

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
借
金
に
頼
ら
な
い
減

し
い
と
願
い
ま
す
。

　
「
組
め
な
い
足
場
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
断
言
で
き
る
ほ

ど
仕
事
に
は
自
信
を
持
っ
て

い
ま
す
。
近
い
将
来
に
法
人

化
し
、
事
業
を
拡
大
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
族
や
一
緒
に
働
く
仲
間
を

大
切
に
し
て
、
会
社
を
大
き

く
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

目
標
で
す
。
ま
た
、
神
奈
川

土
建
を
通
じ
て
一
層
、
仕
事

の
幅
を
広
げ
ら
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
記
事
・
内
村　

克
史
）

税
の
財
源
と
し

て
、
大
金
持
ち
と

大
企
業
へ
の
大
分

な
税
負
担
の
必
要

性
を
示
し
ま
し
た
。

　

国
民
大
運
動
実

行
委
員
会
は
「
紙

の
健
康
保
険
証
存

続
」「
大
軍
拡
大

増
税
反
対
」
な
ど

四
つ
の
署
名
を
志

位
議
員
に
託
し
ま

し
た
。



２０２５年５月５日（月１回５日発行） け ん せ つ 神 奈 川 昭和51年10月13日
第三種郵便物認可( ) 第６６２号 （４）

申し込み、問合せは所属する支部事務所へ
☆写真１枚（縦３㎝×横2.4㎝）を用意。無帽、無背景、上三分身、
頭髪を含め顔、体を写真内に収める。（顔、髪、顎の見切れは受付
不可）
☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日の確認を
します。
☆日程変更や中止になる場合もあることをご留意ください。
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応じかねます。
※募集の締切りは開催日２週前の平日に当センター必着です。申請
書・写真・添付資料、受講料を準備して支部で申し込みをし、支部・
単組は速やかに提出してください。
※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、ＪＷ－ＣＡＤの申
し込みには、労働者の場合は雇用保険被保険者資格取得等確認通
知書、一人親方は労災保険加入証のコピー添付と、番号の申請書
記入。また、最終学歴の記入をお願いします。

その他の提携講習機関　　
PCT神奈川教習所（旧：IHI技術教習所）　コマツ教習
所　日建学院　総合資格学院　技術技能講習セン
ター等、詳細は各支部窓口にお問い合わせください。

青年部マル得援助金のお知らせ　
青年部加入者の「マル得援助」の対象に「マル得資
格取得祝金」に対応する国家資格等の受験料も加わ
りました。受験料の払込証または領収書を添付して
申請を行ってください。

技術センターだより 資格講習会のご案内

神奈川土建の講習

●熱中症予防労働衛生教育　指導員・管理者
（受講料：6,000円、休憩を除く4.5時間講習）
　６月15日(日)
　会場：建設プラザかながわ
●有機溶剤作業主任者技能講習
（受講料：14,000円、休憩を除く13時間講習）
　７月13日(日)～14(月)
　会場：建設プラザかながわ
●足場の組立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
　７月19日(土)～20日(日)
　会場：建設プラザかながわ
●低圧電気取扱業務 特別教育
（受講料：8,000円、休憩を除く8時間講習）
　９月21日(日)　会場：建設プラザかながわ
●ロープ高所作業 特別教育
（受講料：8,000円、休憩を除く7時間講習）
　９月28日(日)　会場：建設プラザかながわ

神奈川建設労連の講習
※支部を通じて神奈川県連に申込みして下さい。

●石綿作業主任者技能講習
　（受講料：10,000円、休憩を除く12時間講習）
　６月４日(水)～５日(木)
　会場：建設プラザかながわ
●高所作業車運転特別教育
　（受講料：19,000円）
　６月５日(木)～６日(金)
　会場：PCT神奈川教習所（学科・実技）
●フルハーネス型安全帯使用作業 特別教育
　（受講料：8,000円、休憩を除く６時間講習）
　６月19日(木)　 会場：建設プラザかながわ
●小型移動式クレーン運転技能講習
　（受講料54,000円（資格保持者50,000円））
　６月28日(土)～30日(月)
　 会場：PCT神奈川教習所（学科・実技）

書記局員募集■募集対象
　建設労働者の賃金・労働条件
　の改善運動等に熱意のある方
　デスクワークや事務処理に長けた方、または経験者
■給与
　基本賃金（年齢給・勤続給＊１年経過後より）、年２回定期昇給

その他、書記局手当（みなし残業手当）・時間外手当・通勤手当・扶養手当
■応募方法
　履歴書と職務経歴書を「本部採用担当者宛」に郵送
詳細は今月配布された募集チラシをご覧になるか、組合事務所に

　おたずねください。

例）25歳で入局の場合
　 年齢給205,920円＋書記局手当65,900円　賞与年２回 ＊査定あり

改
善
し
ま
せ
ん
。
よ
く
言
わ

れ
る
「
肩
甲
骨
は
が
し
」
と

は
奥
に
あ
る
筋
肉
の
ス
ト

レ
ッ
チ
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
直
接
も
み
ほ
ぐ
せ
な
い

筋
肉
は
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
っ

て
動
か
し
血
流
を
ア
ッ
プ
さ

せ
肩
コ
リ
を
改
善
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
動
き
で
き

ま
す
か
？

　

肩
甲
骨
周
り
の
筋
肉
が
弱

る
と
猫
背
に
な
り
、
硬
く
な

れ
ば
動
き
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
筋
肉
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。
で
き
ま
す
か
？
①

で
す
。

肩
甲
骨
周
り
の
筋
肉

は
奥
に
も
あ
り
ま
す

　

僧
帽
筋
の
奥
に
は
さ
ら
に

多
く
の
筋
肉
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
筋
肉
の
コ
リ
を
と

ら
な
い
こ
と
に
は
肩
コ
リ
は

　

肩
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
い

た
り
、
も
み
ほ
ぐ
す
だ
け

で
は
肩
コ
リ
は
解
消
し
ま

せ
ん
よ
ね
。そ
の
理
由
は
、

肩
の
表
面
に
あ
る
筋
肉
し

か
ほ
ぐ
せ
て
い
な
い
か
ら

で
す
。
表
面
の
筋
肉
は
僧

帽
筋
（
そ
う
ぼ
う
き
ん
）

肩
を
上
下
に
動
か
せ
ま
す

か
（
肩
甲
骨
が
上
下
に
動

く
か
）
②
肩
を
背
中
側
に

ひ
い
た
り
、
前
に
丸
め
こ

ん
だ
り
で
き
ま
す
か
（
肩

甲
骨
を
背
骨
に
近
づ
け
た

り
、
離
す
こ
と
が
で
き
る

か
）
③
腕
を
上
げ
ら
れ
ま

す
か
（
肩
甲
骨
の
下
側
が

背
骨
か
ら
離
れ
る
よ
う
に

動
く
か
）
こ
れ
ら
の
動
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
け

れ
ば
、
筋
肉
が
凝
り
固

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
と
に
か
く
動
か

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
湯

舟
に
浸
か
っ
て
い
る
時
な

ど
に
意
識
し
て
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

今月の
テーマ

肩
甲
骨
の
奥
に
あ
る
筋
肉

を
動
か
し
コ
リ
を
改
善

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

第
81
回
大
手
建
設
・
住
宅
企
業
交
渉

速
報

賃
金
調
査
結
果
の
評
価
と

賃
上
げ
の
働
き
か
け

【
大
林
組
】
全
体
平
均
５
６

０
万
円
、
２
％
ア
ッ
プ
。
40

代
６
１
０
万
円
、
２
％
ア
ッ

プ
。20
代
５
０
０
万
円
、９
％

ア
ッ
プ
。
２
回
に
わ
た
り
、

標
準
単
価
の
引
き
上
げ
を
実

施
し
た
。
２
次
以
下
に
つ
い

て
は
、下
請
契
約
と
は
い
え
、

企
業
間
の
契
約
に
立
ち
入
っ

て
指
導
で
き
な
い
。

【
鹿
島
建
設
】
下
請
時
数
を

２
次
ま
で
に
限
定
す
る
こ
と

で
賃
上
げ
目
指
す
。
技
能
労

働
者
の
賃
金
５
％
Ｕ
Ｐ
が
十

分
に
か
な
う
見
積
り
の
提
出

を
依
頼
す
る
。
２
次
３
次
の

行
き
渡
り
が
課
題
と
認
識
。

国
交
省
が
示
す
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ

ベ
ル
別
年
収
が
適
正
な
賃
金

と
考
え
て
い
る
。

【
清
水
建
設
】
昨
秋
調
査
か

ら
０
・
６
％
、
一
昨
年
の
春

か
ら
４
％
の
上
昇
。

【
大
成
建
設
】
賃
金
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
正
確
な

平
均
値
が
取
れ
な
い
た
め
、

適
正
な
評
価
が
で
き
な
い

が
、
回
収
率
の
増
加
が
課
題

と
し
て
認
識
。
現
場
の
賃
金

が
上
が
っ
て
な
い
こ
と
は
共

有
し
て
い
る
。

【
竹
中
工
務
店
】
日
建
連
が

掲
げ
る
年
収
５
５
２
万
円
に

近
づ
け
て
い
く
。
１
次
を
通

し
て
２
次
へ
賃
上
げ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

【
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
】
請
負

契
約
が
大
半
で
あ
り
、
現
場

従
事
者
の
賃
上
げ
に
つ
い
て

自
社
が
踏
み
込
め
る
の
は
１

次
ま
で
。
物
価
高
騰
な
ど
の

価
格
を
反
映
し
た
見
積
書
の

提
出
を
協
力
会
の
会
員
企
業

に
お
願
い
し
て
い
る
。
末
端

労
働
者
に
賃
金
が
行
き
届
い

て
い
る
か
確
認
し
て
ほ
し
い

と
要
請
す
る
が
「
い
ま
以
上

に
手
間
を
か
け
た
く
な
い
」

と
回
答
。

【
積
水
ハ
ウ
ス
】
賃
金
調
査

の
回
答
は
従
来
と
変
化
は
な

い
が
、
単
価
を
見
直
す
時
期

か
検
討
し
て
い
る
様
子
。

週
休
増
加
と
単
価
引
き
上
げ

適
正
工
期
と
年
間
閉
所
日

【
大
林
組
】
見
積
条
件
に
週

休
２
日
を
示
し
て
い
る
。
原

則
４
週
８
閉
所
の
工
程
で
計

画
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
鹿
島
建
設
】
発
注
者
へ
の

理
解
を
求
め
な
が
ら
閉
会
所

に
休
み
や
す
い
環
境
を
整
備

し
て
き
た
い
。

【
大
成
建
設
】
４
週
７
閉
所

が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

４
週
８
閉
所
は
48
％
。

【
竹
中
工
務
店
】
週
休
２
日

の
原
資
は
現
場
経
費
に
含
ま

れ
て
い
る
。
社
内
適
正
工
期

で
は
年
休
１
１
５
日
と
考
え

て
い
る
。
上
期
の
週
２
閉
所

は
44
％
。

【
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
】
月
給

制
移
行
が
進
め
ば
と
い
う
点

と
必
要
経
費
を
明
示
し
た
見

積
提
出
が
あ
れ
ば
対
応
。
２

０
２
４
年
度
の
年
間
休
工
日

は
１
１
２
日
。
約
90
〜
95
％

で
休
工
率
を
達
成
。

【
積
水
ハ
ウ
ス
】
４
週
６
閉

所
。
無
理
な
工
期
の
設
定
は

し
て
い
な
い
。週
休
２
日
は
、

い
つ
か
は
や
っ
て
い
く
。

　

全
建
総
連
関
東
地
協
連
絡
会
は
４
月
17
・
18
日
を
中
心
に
、

ゼ
ネ
コ
ン
22
社
、サ
ブ
コ
ン
３
社
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
８
社
、

計
33
社
を
対
象
に
、
第
81
回
大
手
建
設
・
住
宅
企
業
交
渉
を

実
施
し
ま
し
た
。
大
幅
な
処
遇
改
善
で
若
者
の
入
職
を
促
進

す
る
正
念
場
の
年
と
位
置
付
け
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

決意の拳を上げる交渉団長

企
業
と
交
渉
す
る
荒
井
団
長


